
下平晃道 個展『ブルースとジュース』開催のご案内
展覧会名：ブルースとジュース
会期：2011年4月9日（土）～5月14日（土）

※会期中は、月曜17～23時および金＆土曜 13～19時のオープンとなります。
※展覧会初日は18～21時の営業となります。また、当日の同時間帯でオープニングサロンを開催いたします。

　作家も在廊いたしますので、ぜひお立ち寄りください。

会場：waitingroom（東京都渋谷区恵比寿西2-8-11 渋谷百貨ビル4B）

このたび、waitingroomでは、2011年4月9日（土）から5月14日（土）まで、下平晃道 個展『ブルースとジュース』を開催い
たします。下平にとって２年ぶりの個展となる本展では、鮮やかな色彩を放つ新作のペインティングとドローイングを、インスタ
レーションの要素も絡めながら展示いたします。

下平晃道 制作風景（2011年3月）

Photo by the artist　Courtesy the artist and the gallery
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下平が描く“目に見えない世界”
下平の作品に登場するユーモアと不気味さが同居するキャラクター、白昼夢に出てきそうな具象とも抽象ともとれる風景は、厚く
盛られた絵具と強い筆致、そして何よりその鮮烈な色彩によって強い“異世界”観を表出しています。幻想的でありながら、同時
にえぐるような生々しさも持ち合わせている下平の作品は、グリム童話等が持つ甘美さと不穏さが浮遊する世界を想起させます。
「“目に見えない別の世界”は、民話や童話やおとぎ話などにも頻出します。昔から人々は、その目に見えない世界に関心を持ち

続けてきたんだと思うんです。僕は絵を描くことを通して、その世界を感じられるようにしたい」と作家自身が語るように、下平
の作品は、鑑賞者にとって“目に見えない世界”を想像する入口であり、いつもと違う感覚で世界を知覚させるという、芸術が持
つ普遍性の追求へのチャレンジともいえます。

色の重なりから立ち上がる風景
下平の作品が持つ“異世界”をつくり出す生き生きとした色彩は、表情ある画肌とともに鑑賞者のさまざまな感情や想像力を掘り
起こし、まるで豊潤な別世界に入り込んだような感覚を味わえる、そんな力を持っています。

色彩への想いについて、下平は、「色の重なりが、画面の中で視線を動かす為のリズムを生み、絵の中に時間を生み、そこに世界
が立ち上がってくるように感じています」と言います。
ぜひこの機会に、下平が描き出す色の風景を体験していただければと思います。

waitingroom（芦川朋子／山内 真）
※次頁に作家プロフィールを記載しています。



※本展に関するお問い合わせは、下記連絡先までお願いいたします。
waitingroom（ウェイティングルーム）
代表：芦川朋子（あしかわ ともこ）、山内 真（やまうち しん）｜住所：東京都渋谷区恵比寿西2-8-11 渋谷百貨ビル 4B

営業時間：月（17－23時）、金土（13－19時）｜Tel&Fax：03-3476-1010｜E メール：info@waitingroom.jp

下平晃道プロフィール

1973　東京生まれ

1998　東京造形大学｠美術Ⅱ類（彫刻専攻）卒業

主な個展

2009　『眩しい』（Gallery TRAX／山梨）

2009　『次の入り口』（森ビル食堂プロジェクト／東京）

2009　『覚えたての空間』（アートセンターオンゴーイング／東京）

2007　『HALF ASLEEP』（TOTAN Gallery／東京）

2005　『反射する色＝黒』（UPLINK Gallery／東京）

主なグループ展

2010　『ULTRA003』（waitingroomブース、Spiral Garden／東京）

2009　『座布団レース』（トーキョーワンダーサイト本郷／東京）

2008　『Sticky, Messy, and Sweet』（hpgrp Gallery New York／New York）

2006　『Smile/Cry * Now/Later』（Nakaochiai Gallery／東京）
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くだもの, 2011, oil on canvas, 100 x 80.3cm

Courtesy the artist and the gallery

ながく夜を求めている, 2011, oil on canvas, 72.7 x 

60.6cm 
Courtesy the artist and the gallery
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